
作業療法学科カリキュラムツリー

1セメ 2セメ 3セメ 4セメ 5セメ 6セメ 7セメ 8セメ

医療概論 入門ゼミ 神経内科学Ⅰ 小児科学 薬理学

リハビリテ―ション医学概論 感染管理学 神経内科学Ⅱ（選択） 画像診断学 精神科リハビリテーション学（選択）

基礎解剖学 解剖学 脳神経外科学 病理学概論 健康科学論（選択）

基礎生理学 生理学 解剖学実習 臨床心理学

生化学 公衆衛生学 生理学実習 整形外科学Ⅱ（選択）

作業療法学概論 栄養学 整形外科学Ⅰ 精神医学

基礎運動学 内科学Ⅰ 救急医学

基礎運動学演習 内科学Ⅱ

医学一般（選択）

高齢者ケア論（選択）

居住福祉論（選択）

精神保健福祉論（選択）

障害児ケア論（選択）

基礎作業学 基礎作業学演習 作業療法評価学演習 　　　　臨床評価実習 作業療法総合演習（選択）

作業療法評価学総論 精神・社会系評価学演習 高次脳機能系評価学演習

感覚・運動系評価学演習 老年期作業治療学

発達系評価学演習 日常生活機能評価学演習

地域作業治療学 感覚・運動系作業治療学Ⅰ 感覚・運動系作業治療学Ⅱ 感覚・運動系作業治療学演習 総合臨床実習Ⅰ 地域作業治療学演習

精神・社会系作業治療学 精神・社会系作業治療学演習 総合臨床実習Ⅱ 総合臨床実習Ⅲ

発達系作業治療学 発達系作業治療学演習

生活行為援助論 高次脳機能系作業治療学

生活行為援助論演習 リハビリテ―ション工学演習

作業療法特論（選択）

臨床基礎実習Ⅰ 作業療法コミュニケーション学 臨床基礎実習Ⅱ 作業療法研究方法論 卒業研究

作業療法管理運営論

DP1:作業療法に関する最新の知識と技術を理解する能力を有している。

DP2:作業療法に関する体験や実践を通して得た情報を整理し応用する能力を有している。

DP3：作業療法に関する専門的知識と技術を習熟する能力を有している。

DP4：作業療法士として必要な企画力・表現力および円滑な対人交流を行う能力を有している
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人間を考える（選択） 人間を考える（選択）

人間の歩み（選択）

人間と社会（選択）

人間と自然（選択）

人間の歩み（選択）

人間と社会（選択）

人間と自然（選択）

人間と自然（選択） 人間と自然（選択） 人間と自然（選択） 人間と自然（選択）

基

礎

領

域

人間の歩み（選択） 人間の歩み（選択） 人間の歩み（選択）

人間と社会（選択） 人間と社会（選択） 人間と社会（選択） 人間と社会（選択）

人間の歩み（選択）

大学コンソーシアム（選択）

人間を考える（選択） 人間を考える（選択） 人間を考える（選択） 人間を考える（選択）

大学コンソーシアム（選択）大学コンソーシアム（選択） 大学コンソーシアム（選択）

必修外国語（英語・中国語・朝鮮語から選択）　（必修） 必修外国語（英語・中国語・朝鮮語から選択）　（必修） 必修外国語（英語・中国語・朝鮮語から選択）　（必修）

日本事情（選択）

短期語学研修（選択） 短期語学研修（選択） 短期語学研修（選択） 短期語学研修（選択）

日本事情（選択）日本事情（選択） 日本事情（選択）

キャリア（選択）

スポーツ（選択） スポーツ（選択） スポーツ（選択） スポーツ（選択）

キャリア（選択）キャリア（選択） キャリア（選択）

選択外国語（選択） 選択外国語（選択）
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列

※　　　　　　　・・・グレー網掛け科目は現在、閉講中

1年次 2年次 3年次

仏教（必修）

日本語表現（必修） 日本語表現（必修） 日本語表現（必修） 日本語表現（必修）

仏教（必修） 仏教（必修） 仏教（必修）

専

門

科

目

必修外国語（英語・中国語・朝鮮語から選択）　（必修）

選択外国語（選択） 選択外国語（選択）

情報処理（選択） 情報処理（選択） 情報処理（選択） 情報処理（選択）

4年次

人体の構造と機能を理解することができる 作業療法に関連する医学的知識を理解できる 習得した専門的な科目を基盤に作業療法における治療や援助を学修できる
これまでに培った幅広い知識・技術を臨床の場でさらに深め実践力を身に

つける

作業療法の評価から治療までの流れを学び理解する 研究を通じて客観的分析力、論理的思考を身につける

臨床の作業療法士としての役割及び専門職としての態度を身につける
作業療法を行うためのチームアプローチを理解し専門職としての態度を身

につける
臨床で求めらるコミュニケーション技能や態度を身につける さまざまな領域における専門職としての態度を身につける

リハビリテーションの理念と役割を理解する 作業療法を行うために得た情報を整理することができる


